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令和７年３月定例会特集

　令和７年３月定例会は、２月19日から３月７日の日程で行われました。
今回の志翔会だよりでは、令和７年度当初予算の概要について、大河原
裕勝議員、薄井長広議員、伊藤典夫議員、加藤漢太議員、塩田義智議員
の５名の志翔会所属議員の市政一般質問概要を中心に報告致します。

　令和７年度当初予算は、原則、義務的経費、継続的事業及び市民生活
に密着した事業を中心としながらも、時代の潮流を見極め、次の100年に
向け「今、必要不可欠な予算」を計上しています。

対前年度比
一般会計 1,406億5,000万円（0.6％減）
特別会計 1,032億1,984万４千円（1.3％減）
合　　計 2438億6,984万４千円（0.9％減）

令和７年３月定例会の概要

令和７年度当初予算の概要

　本定例会の期間中、若者の投票率向上を目的とするＮPO法人
ドットジェイピーのインターンの大学生2名の受入れをしまし
た。定例会の本会議や常任委員会の傍聴や議員の日頃の活動の
同行を通じて、地方自治や地方議会について理解を深めること
ができたかと思います。
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１期　喜久田町
☎953-5617

会計（政務活動費）
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市議会議長
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５期　大槻町
☎951-2316

顧問（前議長）　環境経済
郡山地方広域消防組合議員

塩
しお

田
た

　義
よし

智
とも

５期　三穂田町
☎945-2015
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６期　安積町
☎945-6566
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１期　久留米
☎090-2027-4131

会長　議会運営
文教福祉（委員長）
郡山地方広域消防組合議員
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副会長
議会運営・総務財政
郡山市都市計画審議会委員
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５期　方八町
☎943-3200

１　物価高から市民の暮らしを守るため「郡山生活安心サポート給付金」の実現をめざします。
２　八潮市の道路陥没事故を受け、当局と連携し道路・橋梁・上下水道などインフラの強靱化を進めます。
３　郡山駅西口ロータリー渋滞解消、旧豊田貯水池利活用、「楽都郡山」にふさわしい音楽堂整備など次

の100年に向けて積極的に取り組みます。

志翔会2025年度活動方針

「市民のために
結果を出す」



■議会中継の映像の視聴について
　これまで一般質問に登壇した各議員の氏
名の下に掲載したQRコードをスマホ等か
ら読み取って映像をご覧頂いていましたが、
本年4月1日から新たに開設された「郡山市
議会YouTubeページ」からご覧いただくよ
うになります。つきましては、
下記に掲載された議会中継
から各議員の一般質問をご
覧頂きますようお願い致し
ます。

ＤＸの推進について
大河原裕勝

問 郡山市として、整備を推進する国と連携
し、インフラシェアリング※や５GSA※

活用促進の面で、コーディネーターの役割を
果たし、５GSAの整備を主導すべきと考える
が、見解は。

答 先端通信環境の早期実現を国や通信事業
者に求めていくとともに、タイパ※・コ

スパの観点から積極的な導入に努め、「誰も
がデジタルの恩恵を受けるこおりやまの実

答 日本遺産構成文化財や主要観光スポット
飲食店等をゲーム感覚で巡るラリーイベ

ントを2022年度から実施しており、これま
でに延べ4,800名を超える方に参加していた
だいている。今後も、民間事業者と連携した
事業の実施や、本市独自の日本遺産コンテン
ツを含む教育旅行の本格展開に加え、JICA
外国人研修員による日本遺産関連施設の視察
研修を通じたインバウンドの拡大など、日本
遺産ストーリーを積極的に活かした施策を通
じて、知名度向上を図りながら国内外の観光
誘客を推進していく。

安積永盛駅のバリアフリー化に
ついて

薄井　長広

問 安積永盛駅のバリアフリー化に向けたＪＲ
東日本との協議の状況及び本市の今後の

考え方は。

答 ＪＲ東日本から、安積永盛駅整備の必要
性は承知しており、市管理の東西自由通

路（歩道橋）のバリアフリー化と合わせ、ＪＲ
東日本が管理する駅舎等の一体的な整備検討
を一緒に進める旨の方向性が示されたところ
である。今後、すべての人が安心して円滑に
移動できるよう、利便性や安全性に配慮しな
がら、引き続き早期着手に向けてＪＲ東日本
と積極的に協議を進めていく。

現」を図る。
※インフラシェアリング、５GSA、タイパとは

・インフラシェアリング･･･携帯電話のネット
ワーク設備の一部を複数の携帯電話事業者間で
共用する形態のこと。

・５GSA･･･ ５Ｇ専用の基地局とコアネットワー
ク設備で構成された通信サービス。医療分野で
は、遠隔医療やロボット手術支援などへの活用
が期待されている。

・タイパ…タイパとは「タイムパフォーマンス」の
略で、費やした時間に対する効果や成果、満足度
を指す。

下水道管の保全について
大河原裕勝

問 埼玉県八潮市の道路陥没事故を踏まえ、
下水道管の損傷を早期に発見するために、

点検周期を見直す必要があるのではないか。

答 2025（令和７年）年度において、汚水
のコンクリート管633ｋｍを対象に、ＡＩ

を用いた劣化予測診断を実施することとして
おり当該事業に係る予算２千万円を本定例会
に提出した。

日本遺産を活用した観光振興に
ついて

薄井　長広

問 日本遺産ストーリーの知名度向上を図る
ことが、本市の観光振興にも寄与すると

考えるが、今後どのような取り組みをしてい
くのか。

３月定例会市政一般質問
要　旨

構成文化財の一つ開成山公園の五十鈴湖

川俣町にある通信用電波塔

本市で行っている下水道の点検

　沖縄県浦添市にある浦添大公園と宮古島市にあ
る資源リサイクルセンターを視察しました。浦添
大公園では、地域の歴史と文化をベースにした公
園の複合的な活用について調査しました。また、
宮古島市にある資源
リサイクルセンター
では、家畜糞尿、生
ゴミ、剪定枝等を堆
肥化して農地に還元
し、地力の向上を図
り農産物の品質向上
などを目的に整備さ
れた施設で、こちら
では、サーキュラー
エコノミーについて
調査しました。

　東京電力福島第一原発の廃炉作業や処
理水の海洋放出の状況など原子力政策に
対する理解を深めるために東京電力廃炉
資料館（富岡町）・
東京電力福島第
一原発（双葉町・
大熊町）を視察
しました。

　３月15日にオープンした郡山歴史情報
博物館の内覧会に参加しました。郡山の
歴史について、本市がこれまで集めた収
蔵品や最新のデジタル技術などを活用し
て、時代別やテーマ別など様々な角度か

ら、子どもから
高齢者まで幅広
い世代が興味を
持ち学べる施設
でした。

写真で見る志翔会

会派行政調査 東電廃炉資料館・
福島第一原子力発電所視察

郡山歴史情報博物館内覧会
1月21日～23日 2月13日 3月10日

議会中継QRコード



湖南七浜利活用について
伊藤　典夫

問 自然あふれる観光資源である猪苗代湖
を、「湖南七浜利活用計画策定事業」では、

地域資源を活かした保全と利用の好循環によ
り、湖南七浜での質の高い滞在環境を整備す
るとしているが、具体的にはどのように整備
を想定しているのか、見解は。

答 キャンプ場と駐車場の有料化を含め、湖
南七浜をより楽しく利用してもらい、地

域住民が過ごしやすい環境を整備する為、素
案では「キャンプ・にぎわい・景観」の三つ
のエリアに区分し、エリア内に地元産品など
を扱う飲食販売や、ユニバーサルデザインに
配慮したトイレ機能を備える管理棟の建設も
新設する方針である。令和７年度から試験運
用を始め、本格運用は３年後の令和10年を目
途とする。

松くい虫対策の実績と次年度以降
の対策について

伊藤　典夫

問 本年度実施した、湖南町の舟津・舘・横
沢地区の伐木を含めた、松くい虫に関す

る事業成果と次年度以降の松くい虫対策事業
について、見解は。

答 舟津・舘・横沢の各財産区が所有する
17haは法令に基づく「保全すべき松林」

に位置づけされており、７月から10月までの
期間で、委託費149万６千円で被害調査を実
施し、10ha、182本の被害量を確認し、11
月下旬より舟津・舘地区において委託費601
万７千円で６ha、74本、被害量の約４割を
伐倒・燻蒸による駆除を実施し２月７日に完
了した。来年度は、委託費1,822万２千円を
上程しており、未駆除の舘地区４ha、108本
の伐倒・燻蒸及び横沢地区7haにおいて調査、
伐倒、駆除を実施予定である。今後も被害拡

米の高騰対策について
塩田　義智

問 米の需要と供給のバランスが崩れ、米不
足による米価の高騰が続いている。消費

者である国民の感情は、物価高騰による影響
もあり穏やかではない状況であると考える。
しかし、米の生産者としては、生産コストへの
適正な価格転嫁等を見据え、冷静沈着に状況
を見守っている。そこで、昨今の米の価格高騰
に対する当局の認識及び見解は。

答「小売物価統計調査」（総務省）によると、
昨年１月時点で2,078円であった本市の

コシヒカリ5㎏当たりの小売価格は、本年１
月の価格は3,755円（前年同月比80.7％増）
となっている。農林水産省は、２月14日に、
集荷段階での不足分に相当する21万トンの備
蓄米放出を発表した。本市としては、極端な
米の高値は生産者のみならず、商業者、消費
者にも影響が及ぶことから、今後も米の流通
や米価の動向を注視し、国等からの情報を確
認し、速やかに市民の皆様の判断材料として
提供していく。

三穂田公民館の三穂田ふれあい
センターへの移設について

塩田　義智

問 公共施設等総合管理計画にうたう施設複
合化の一例として、開所から36年が経過

し、調理室や和室がある一方で、駐車場が狭い
三穂田公民館を広い駐車場など利便性の高い
立地にある三穂田ふれあいセンターに移設す
べきと考えるが、見解は。

答 2025年度改訂予定の「郡山市公共施設
等総合管理計画」及び「同個別計画」に

基づき、原則、建築年数が古い施設から順に、
説明会開催により地域の実情を伺うなど、各
施設の方針の決定に取り組んでいく予定であ
る。三穂田公民館を三穂田ふれあいセンター
に移設する複合化についても、公民館全体の
優先順位の中で、検討に着手していく。

大防止に努めていく。

保育士へのカスハラについて
加藤　漢太

問 保育士へのカスハラについて、今後の対
策は。

答 新年度から、保育士•保育所支援センター
で、専門家を講師に迎えた研修をするほ

か、Webセミナーの実施を予定している。
また、保育現場でのカスタマーハラスメント
の防止に向けては、保護者の理解が必要とな
ることから、事業者や現場の保育士の意見を
踏まえ、カスタマーハラスメントに関する理
解が広がり、保護者と保育士の良好な関係の
構築につながるよう、ポスターやリーフレッ
ト等を作成するなど、 広く啓発にも取り組ん
でいく。

今後の乳幼児期のむし歯対策に
ついて

加藤　漢太

問 今後の乳幼児期のむし歯対策は。

答 郡山歯科医師会や保育施設等と連携・協
力しながら、様々な機会を捉え、生活習

慣や口腔ケアを整える重要性のさらなる普
及・啓発に努めるとともに、特に、かかりつ
け歯科医による定期的な歯科健診の普及にも
取り組みながら、 本市の子どもたちの歯と口
の健康を推進していく。

湖南七浜

安積永盛駅

湖南町の松林

保育現場

郡山歯科医師会のシンボルマークのバッチ

あさか舞コシヒカリ

三穂田公民館集会室



編 集 後 記
　2022年２月、ロシアのウクライナ侵攻以降、スーパーの商品棚に陳列された食品の値段をみるたびに「また上がった
か…」とため息。ついに主食である米まで。市民の皆さまの生活を応援できるよう「市民のために　結果を出す」ように
全力でまい進して参ります。	 （森合　秀行）

お問い合わせ・ご意見は：〒 963-8601  郡山市朝日 1-23-7　志翔会　☎ 924-2536 へ
志翔会だより　■ 発行：志翔会　■ http://www.shishoukai.jp/

令和７年度当初予算の主な内容

Ⅰ	産業・仕事の未来
	 	 	 48億3,401万円
	 ■	農商工（福）の融合によるイノベー

ションの創出	 3,549万円
　農商工（福）融合によるシナジー効果
を生み、販路拡大の機会を創出します。

Ⅱ	交流・観光の未来
	 	 	 11億8,674万円
	 ■	県内企業に就職する東京圏の学生を

支援	 8,063万円
　大学等卒業後に県内企業に就職する学
生を支援するため、既存の支援事業を拡
充し、東京圏の大学生等が就職に伴い、
本市内に居住する際の移転費用を補助し
ます。

	 ■	郡山市名誉市民西田敏行展の開催	
	 990万円
　元フロンティア大使の故・西田敏行氏
が名誉市民となられたことから、写真や
映像の展示等を通して、同氏の軌跡・活
動を振り返る企画展を開催します。

Ⅲ	学び育む子どもたちの未来
	 	 	 64億7,943万円
	 ■	学校施設の長寿命化と気候変動対策

の推進	 21億8,931万円
　学校施設の老朽化対策を進めるととも
に、児童生徒の生命を守り、気候変動に
よる自然災害に強い学校づくりを実現す
るため、小中学校の長寿命化改修を実施
します。

Ⅳ	誰もが地域で輝く未来
	 	 	 50億3,478万円
	 ■	帯状疱疹ワクチンの定期接種開始	

	 1億6,733万円
　現在、高齢者を対象に実施している「定
期予防接種（インフルエンザ、新型コロ
ナウイルス、肺炎球菌）」に、新たに「帯
状疱疹ワクチン接種」を追加します。

Ⅴ	暮らしやすいまちの未来
	 	 	 168億1,643万円
	 ■	市街地における円滑な交通の確保	

	 4億8,630万円
　安全で快適な都市生活と機能的な都市
活動に寄与するため環状道路の整備を推
進します。

	 ■	健康未来都市に向けた都市開発を推
進	 24億5,340万円
　都市施設（医療施設）と一体的な再開
発事業を行う民間業者を支援します。


